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鳴く虫ワールド 2013

三宅志穂、内田健二・千鶴・隼人、宮武美恵子、高田要、吉田滋弘

（ひとはく連携グループきんひばり）

　

　今年度はきんひばりに所属するメンバーの個々の調査記録をはっぴょうします。

　

１．虫の音を聞いたときに日本人と外国人で「好き」「嫌い」の違いはあるのか

　　：虫の鳴き声 5種による調査　三宅志穂
　　～神戸女学院大学人間科学部環境・バイオサイエンス学科

　　　自然環境教育学研究室（旧環境社会学研究室）卒業生との共同研究～

　　虫の鳴き声の聞こえ方にさがあるのかを聞き取り調査した結果です。

　

２．ぼくは鳴く虫インストラクター　　内田健二・千鶴・隼人

　　内田一家の夏休みの自由研究を紹介させていただきます。

　

３．ヒサゴクサキリの一生　（ペラペラ卵の報告）　宮武美恵子

　神戸市北区道場町で採集されたヒサゴクサキリの飼育記録と以前一部報告したペラペラ卵

のその後をお伝えします。

　

４．コバネイナゴ・ナガハネイナゴの比率調査　　高田　要

　　農薬の影響で数を減らしていたナガハネイナゴがどれくらいいるのかを調査しました。

　

５．きんひばり活動紹介　吉田滋弘

　　2013 年に参加した堺市・大泉緑地での観察会の模様等を紹介します。
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